
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

授業や行事などの取り組みを通して，まちがいを
おそれず，主体的に学びに向かう力を育成する。

児童の肯定的回答８０パーセント以
上

学校教育アン
ケート

２学期末 A A
具体的な目標（進路選択）に自
分の夢を反映させられるように
取り組みを発展させたい。

A
全員が目標を見いだせるこ
とをめざしてほしい。

★人権に関する知識的側面を充実させる。
人権教育年間計画に沿って人権
教育を実施しているか。 実践報告 毎学期 A

各学年の人権教育計画に沿って，
行事や出前授業等を，実施すること
ができた。

A
特に大切な時期だと思うの
で、いい機会が必要。

道徳の時間を要として，他教科と関連させながら，計
画的に道徳の授業を実施する。また，教員全員が道
徳の授業を実施する。

「道徳・人権学習は，自分のため
になると思う」肯定評価80％以上

学校教育
アンケート

年度末 A
アンケートの結果，中1で100％，中2で
97％，中3で94％の結果となり，教師全

体がよく取り組んだことがわかる。
A

意見交換で、多様な意見を
聞くことも学びになる。

異学年交流を充実させ，自他の良さを認め合うことが
できるようにする。

小中異学年交流の実施 実践報告 毎学期 B A

日常の交流清掃をはじめ，キャップ
ハンディ交流体験・中学年部運動

交流会・中学校オリテ交流等，異学
年交流を実施できた。

A

小中一貫校の良いところが、様々な行
事を一緒にできることだと思います。小
さな１年生を中学生がサポートする環
境が多いことは良いことだと思います。

体力向上に関する自分自身の課題を見つけ，解決方
法を生徒同士の学び合いの中から意欲的，自発的に
導き出す。

「大運動大会に向けてしっかり取り組んだ」「マラ
ソン大会に向けてしっかり取り組んだ」で肯定評
価80％以上

学校教育
アンケート

年度末 A
　少ない母数の中で互いに高め合い，記
録を比べたり自己記録更新への意欲を持
つことができていた。課題を見つけてい
るからこその姿であると考える。

A
やりがい、楽しみを感じながら
運動に取り組めるように工夫
ができている。

委員会活動を中心に，睡眠の大切さを実感させ，生徒
が自らの健康について考える力を育成する。

 「早寝早起きをしている」で肯定
評価80％以上

学校教育
アンケート

年度末 A
　健康や規則正しい生活についての意識
はそれなりに根付いていると考えるが，
各家庭での指導も不可欠であり，家庭教
育にもメスを入れる方法を模索したい。

B
家庭との協力・連携が必要だと
思います。

地
域
協
働

信
頼
さ
れ
る
学
校

学校行事や日々の学級の様子について，
情報を発信する。

●学園便り，学年便り，学級通信，学校ホームページ
を活用し，子どもの様子や学校情報を積極的に発信
する。

「学園便り，学年便り，学級通
信，学校ホームページは学園の
様子がよくわかる」肯定評価８
０％以上

学校教育アン
ケート

年度末 A

保護者アンケート「学校ホームページは…」では96％
の肯定回答を得た。また「学園便り，学年通信，学級
通信等は…」では94％の肯定回答を得た。引き続
き，保護者，地域の方に学園内での様子がよく分か
るように情報発信に努めたい。

A

紙は届かないことも多く、
tetoruを通じた発信はとても
便利だと思います。どんどん
活用していただきたいです。

豊かな心・健やかな体の現状
学校では大運動会，球技大会，マラソン大会，ダンスアピール大会などの体育的な取り組みをはじめ，普段の体育の授業
で体力づくりを行うなど，学校全体の取り組みとして，様々な工夫・支援を行っている。いずれの生徒も運動が好きで，部活
動や休み時間を使い体を動かしている生徒が多数である。苦手な種目や運動にも積極的に挑戦していく生徒も多い。
また，毎学期，「いじめ・生活アンケート」を実施し，生徒一人ひとりと教育相談を行っている。内容に応じ生徒指導会議，職
員会議等で全教職員が共通理解をはかっている。
人権・道徳の学習については，生徒同士が意見を交流・共有させることで自分自身のこととして考えられる生徒も多い。

校長より(年度末)
【確かな学び】４つの情報活用能力「問いを持つ力」・「情報を集める力」・「集めた情報を整理・分析する力」・「情報をまとめ・表現する力」の育成に力を注い
だ。四則計算の力を小学校６年間で培い、中学校の３年間でその力の定着を図る算数・数学科の系統性についても小中一貫教育の中で取り組むことができ
た。
【豊かな心・健やかな体】小中一貫校の強みを活かした「たてわり活動」や学校種別を超えた教員による子どもたちへの「寄り添い」を継続的に実施すること
ができた。
【地域活動】学校ホームページ、tetoruの配信を通じて、日々の子どもたちの活動の様子や情報をタイムリーに伝えることができた。

授
業
改
善

４つの情報活用能力（問いを見つける
力・情報を集める力・集めた情報を整理
分析する力・情報をまとめ，表現する
力）を，授業を通して育成し，主体的に

学びに向かう力を育成する。

豊
か
な
心
・
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や
か
な
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評価方法

A

B

学校関係者評価者から(年度末)
学力向上に向けて、検討が必要ではないかと思った。どこまで個別のフォローができるのか。ま
た、学力以外の大切な事項についても様々な取組がなされていると思った。

生
活
習
慣
の
確
立

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価書】

正答率が66.5%であった。

心
の
教
育
の
充
実

小中連携し，9年間を通して人権意識を高
め，豊かな感性，思いやりの心を育てる

正答率が66.5%であった。小学校で
の取り組みを継続して，検証してい
きたい。

B

教師の肯定的回答８０パーセント以上
学校教育アン

ケート

中
項
目

基
礎
的
学
力
の
向

上

心身の健康を保持し，運動に親しむ環境を
整え，体力を向上させる。

２学期末

７～９年生の数学科の授業や課題で，定着をはかる

４つの情報活用能力を，授業を通して児童生徒に育
成する。

全国学力テストの計算問題の
正答率80パーセント以上

全国学力テス
ト

２学期末

行事のバランスに配慮しながら，コ
ロナ禍時より徐々に以前に戻すよう

に設定している。

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

小学校６年間の「数と計算」領域の知
識・技能をもとに，数学科での計算する
力を高める

確かな学びの現状
全体的に学習に向かう姿勢は良いが，全国学力テストの質問紙項目「将来の夢や目標はありますか。」の項目においては，過
去数年間連続，全国平均を下回っている。このデータをさつき野学園の課題としてとらえ，今後さつき野学園の児童生徒に必要
な力は何かを職員で議論し，まちがいをおそれず主体的に学びに向かっていく力と，基礎的な学力の２つがあがった。そこで，
今年度の研修テーマを「まちがいをおそれず，主体的に学び，９年間で自分の夢を見つけることができる児童生徒の育成」とし
た。取り組みは大きく３つで，授業研究を通した情報活用能力の育成と，自主学習ノートや朝の時間を活用した基礎的学力の向
上，そしてこれら２つを支えるカリキュラムマネジメントの取り組みである。

評価時期
進捗確認
（～12月）

具体目標

「夢や目標がありますか」の項
目で肯定的回答が80%以上で，
主体的に学ぼうとしていること

がうかがえる。

大
項
目

確
か
な
学
び

A A

中学校区におけるめざす子ども像
「確かな学び」他者の意見を聴き自分の考えを広げたり深めたりすることができる子ども。
「豊かな心」9年間を通して正しい人権意識を持って行動し，自他の良さを認め合うことができる子ども。
「健やかな体」心身の健康をはぐくみ，自他の生命を大切にできる子ども。

自己評価

堺市立さつき野中学校

 令和５年度　重点目標
『子どもたちが自分の良さや可能性に気づき，多様な他者と協同しながら，社会の変化に柔軟に対応できるよう，保護者・地域・学校が一体となり総合的な学力を育成する』

学校関係者評価

校長　中曽一彦

判断基準
（評価のものさし）

達成状況(年度末)

B

様々な人権教育を計画し，生徒に豊
かな人権感覚を身につけられるよう

に実施できている。

学園便り，学年便り，学級通
信，学校ホームページに加え
て，「tetoru」も活用し緊急連絡
や学校情報を積極的に配信し
ている。

小さな成功体験を積み重ねさ
せてあげることが大切かと感じ
ます。

４つの情報活用能力について
のアンケートで肯定的回答が
80%以上で，教師が意識して取
り組んでいることがうかがえ

る。

今後は，生徒自身が情報活用
能力を獲得していることを自覚
できるように取り組んでいきた

い。

主体性を培う様々なプログラムの
検討ができている。机に向かって
静かに取り組む小学生とは全く違
う姿が印象的でした。

人権教育や道徳の授業において，
生徒同士で意見を積極的に交流で
きる場面を設定し，実施できている。

概ね前向きに取り組む姿勢がみられる。
協力的な学び合いは浸透しているが向上
心につながる競争心を持たせることが難
しい。

集会や学習活動の中で規則正
しい生活について触れることで
意識づけている。


